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新しい年を迎えて：時間と空間をこえて環境を守る

陽 捷 行農業環境技術研究所 理事長

新しい年を迎えた。しかし，新しい朝，新しい

年などというものは存在しない 「新しい」と思。

う人間の心が在るのだ。丁度，平和や戦争などと

いうモノは存在しないが 「守り・おこす」人間，

の心が，それを在らしめるのと同じように。

時間とは，自我によって構成された限りにおい

， 。てあるのだから それ自体としてあるのではない

この意味で時間は観念的な存在にすぎない。

しかし，時間は経験を客観的に秩序づけること

ができ，科学を可能にするから，やはり実在的な

ものとなる。同じように 「環境保全」などとい，

うモノは存在しない 「守ろう」と思う人間の心。

が在るのだ。しかし，環境は人間と自然界の間に

成立するものだから，空間という実在的なものと

なる。ということは 「環境を守る」とは，時間，

と空間をこえた人間の見方や価値観が色濃く刻み

込まれる行為ということになる。

時間と空間をこえて環境を守るには 「分離の，

」 ，「 」 ，「 」病 を克服し 国際化 を推進し 俯瞰的視点

を持続しなければならないであろう。

「分離の病」は３つある。はじめに「知と知の

分離 ，すなわち専門主義への没頭，専門用語の」

， 。迷宮 生きていない言葉の使用などがあげられる

つぎに「知と行の分離 ，すなわち理論を構築す」

る人と実践を担う人との分離，バーチャルと現実

の分離などがある。最後に「知と情の分離 ，す」

なわち客観主義への徹底，知と情，知と現実との

極端な分離などがある。時間と空間をこえて環境

を守るためには，これらの分離を可能な限り融合

することが必要である。

「国際化」とは，国籍，人種，宗教，政治，経

済体制，貧富，性別などの差別をしないで，相手

の立場でモノを考え，さらに意見の対立が感情の

対立にならないことであろう。空間をこえて生じ

ている環境問題を解決するためには，この国際化

。 ，を無視することはできない ここでは触れないが

グローバリゼーションとは異なる。

「俯瞰的視点」とは，人類が20世紀を通して獲

得した最大のものである。人類が文明史上最高の

高度の宇宙から地球を眺め，人類と地球の来し方

行く末を認識する視点だ。20世紀の人類は月にそ

の足跡をしるし，人類のあり方を考える俯瞰的視

点をえたのである。地球規模の環境問題を解決す

るためには，この視点が不可欠である。

われわれは，農業環境の研究を多面的に行って

いる。多面的とは，研究に関する受信・討論・実

施・発信・宣伝・貯蔵・評価・提言を意味する。

これらの研究に関わる行為の動機は，人によって

異なる。それは 「精神の縁（よすが 「好奇， ）」，

心 「経世済民」に由来するであろう 「経世済」， 。

民」とは，世の中を治め，ひとびとの苦しみを救

うことである。先の二つは個人的な動機である。

「経世済民」は個人のみならず，組織が厳然とし

て持ち続けなければならない信条である。

現在の経世済民とは何か。ひとびとが未来永劫

生きていく環境を保全する立場から，この宇宙に

一つしかない有限である地球の危機を回避するこ

とが一つ挙げられる。科学技術総合会議が指摘し

ている４つの環境研究の第１番目の指摘事項も，

地球環境問題である。

このように考えてくると，有限の地球が当面し

， ，「 」ている環境問題は とりもなおさず 分離の病

を克服し 「国際化」を推進し 「俯瞰的視点」を， ，

持続し，時間と空間をこえて解決しなければなら

ない困難な面をもっている。われわれの農業環境

技術研究所も，敢えてこの困難な道を，農業の面

。 。から目指さなければならない 一休禅師は語った

「 。 ，この道を行けばどうなるものか 危ぶむなかれ

危ぶめば道なし。踏みだせば，その一歩が道とな

る。迷わず行えよ，行けばわかるよ」と。
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